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E・T・A．ホフマン　「スキュデリー嬢」
水　野　光　二
　E．T．A．ホフマンの「スキュデリー嬢」は，彼の小説の中でもことに発表
当初から変らぬ評価を得てきた傑作である。我が国でもそれ故これがホフマン
ものの中では最も早くすでに大正13年，森鴎外の訳「玉を懐いて罪あり」で紹
介されることになった。この作品の巧みに構成された筋立ての面白さ，完成度
の高さは誰もが認めるところであろう。しかし反面，この物語の主題について
はいろいろな観方がされてきており，必ずしも答えは一様でない。
　作品解釈に直接関わる物語のテーマ，そしてその多様性という問題は，すで
にこれが発表された直後からいくどか劇場用にドラマ化されてきた訳である
が，そうした際の脚色の仕方にも，それぞれの特色となって出てきている。そ
んなことからギゼラ・ゴルスキーは，この作品にドラマ化，映画化等を通して
与えられてきた解釈の多様性にのみ限定し，主だったものいくつかについて原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）作との比較を通じ，何が択り出され，強調されているかを紹介している。それ
を見ると今さらながら，こうした劇化というプロセス自体の中にも，原作につ
いて従来論じられてきた解釈上の問題点のほとんどすぺてが出し尽されている
かの感を受けるのに驚かされる。簡単にそのいくつかについて触れるなら，ま
ず第一に言及されるべき点として，原題にもかかわらず，すでにホフマンの原
作が発表された当初から，この物語の真の主人公は宝石細工師のカルディラッ
クだという見かたがある。またそのカルディラックというデーモンに取り慧か
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れた男の魂の苦悩の問題を特に強調するものがある一方，他方ではもっぱらル
イ十四世治下（p絶対手政下のパリにおける退廃した貴族と自Oを主張レ始めた
市民階級との軋礫という社会問題にこの作品のテーマを見ようとする立場もあ
る訳である。
　しかし，そうした言ってみれば後から賑やかになっていく解釈上の問題は別
にして，一般読者の間で原作が人気を博した理由を素直にみれば，やはり，こ
の作品の持つ推理仕立ての面白さであったことも否定され得ない。それにこの
作品がすでに1818年に書かれており，ボーの「モルグ街の殺人事件」（1841年）
と較べ四半世紀先んじるも’のだったという点を考えれば，これが果している先
駆的意義は小さくないと言える。そうした意味からクラウス・カンツォーク
も，1こg原作炉持つ推理小説的要素の先駆的意義と魅力について改めて強調す
　　　　2）る9）である。
　物語の舞台となるのはルイ十四世治下のパリ，．1680年である、冒頭ホフマ≧
・自身時代背景．の説明として書いているように，四年前にはかの毒殺魔と言われ
たブランヴィリエ侯爵夫入が処刑され1またこの年の二月にもラ・ヴォワザン
が処刑されたばかり，パリは毒薬の飛び交う恐怖と暗黒の街だった。しかもそ
の毒薬7「遺産相続の粉」と呼ばれ，これを用いて邪魔者を片付ければ自分
に遺産がころがりこんでくる一を売買する組織の首領格には貴族を始めとし
て身分の高い者が名をつらね，一説によれば，捜査が進むうちにこの組織があ
まりにも宮中をとりこんでいることが分り，公然となれば王朝そのものの存立
さえ危くしかねないと，かえって国王をして警察にそれ以上の捜査を差し止め
させたほどの腐敗ぶりだったとか。後世名を残したシャンブル・アルダント
（「火刑法廷」）はこうした世情を反映し，もっぱら妖術を使ったり，毒殺を企
てたりした者を裁くためにつくられたもので，物語に出てくるレニイはこの裁
判に送り込む容疑者を容赦なく逮捕，取り調べたこの組織の長だった。
　毒殺というのは犯人が自分の姿を被害者から隠して仕掛ける罠であるため，
それが人の心に引き起こす不信感は絶望的なものがある。ホフマぞはそれを次
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のように書いている。
　「きわめて陰1参な不信の心がもっとも神聖なる人の絆をも引き裂き，夫は妻
の前に震え一一父は息子を恐れ一姉は弟を恐怖した一友が友に振舞う宴の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うたげ料理には手をつける者もなく，ワインは口を触れられもしなかった…」（443）
　一方それを取り締まる側のシャンブル・アルダントもすこぶる評判は悪かっ
た。容疑者は判決が確定するまで無罪を推定される，という今日でも時折問題
とされる人権などここでは全く無視，容疑者とされたら有罪を宣せられたのも
同然で，犯人と決め付ける心が尋問に影響を与えていたからである。　　’
　　　　　　　　　　　　　3）　ヴィンフリート・フロイントはこの小説が書かれた1818年という年の時代情
況を重視し，シャンブル・アルダントに対する作者ホフマンの批判的な眼を，・
同時代のプロイセンにおける自由を求める学生たちの反体制運動に対して加え
　　　　　　　4）られた当局の弾圧に対する嫌悪のまなざしと重ね合わせる。
　ホフマンは決して学生たちの過激な運動そのものを快く思ったわけではなか
ったが，どちらの側に立つにせよ，行為（Tat）がではなくて，志操（Gesin－
nung）が処罰攻撃の対象とされる世情は苦々しく思っていた。1819年プロイ
セン国王はこうした過激派学生たちを取り調べるための直属の委員会を設け，
ホフマンもその委員に任命されたのであるが，彼は「警視総監カムプツがでっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）ち上げてくる犯罪の容疑者を，厳正な法の立場からことごとく釈放」してしま
ったため，彼と対立し，やがてその策動によって委員を罷免される。後に「蚤
の親方」でクナルパンティとして椰楡されているのはこのカムプツである。
　もっとも，そうした作者ホフマンの同時代に対する憂いを，十七世紀のパリ
を舞台とした小説「スキュデリー嬢」に投影して見ることがどこまで妥当かは
議論の余地があろう。しかし，それは別にしても，シャンブル・アルダントが
さながら魔女狩りの異端審問として人々の心を寒からしめた事実は周知の所
で，ホフマンはその裁判についてこう書くのである。
　「ここではほんの少しのとるに足らぬ嫌疑があれば厳しい取り調べのために
ひっとらえ，獄に連れてくるのに十分だった」（444）
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　さて物語では，ラ・ヴォアザンの処刑によって一連の毒殺事件もようやく終
息したかにみえたパリの街に今再び新たな怪事件が続発し，人々を恐怖に陥れ
ていることが告げられる。一高価な宝石，飾り物ばかりを狙った盗賊が現れ
たのである。どんなに厳重に保管していても，謎のように盗み取っていく。し
かし，いつしかもっとひどいことに夜宝石を持って出掛ける者が通りとか暗い
路地で強奪され，殺されるようにさえなってきた。
　　「殆ど毎朝のように路上に，或いは建物の中で殺されているのが見付かった
被害者は皆同じ致命傷を負っていた。心臓に短刀で一突き，これはどの医者も
ロを揃えて言うことだったが，その素早さ，確かさは，即死の状態で，やられ
た者はうめき声をあげるひまさえなく倒れ伏したに違いない。」（444）
　しかしこうした戦藻すべき犯罪が跡を絶たないのも，もとはと言えぱ宮中の
人々が誰一人として密かな情事に身をやっさぬ者とてなく，愛人を訪ねて夜遅
く忍んでいったからこそであり，時に高価な贈り物を携えていったからに外な
らない。
　「一党はまるで幽霊と結託でもしているのか，いつ，誰が，どこへを正確に
知っていたのである。」（445）
　警察の慎重な捜査にもかかわらず，犯人の正体はつかめない。一度はすんで
の所でついにつかまえることが出来るかというとこまでいって，やっぱりとり
逃してしまった。恐怖に戦く人々が，特別の策を講じてほしいと願い出たが，
聞き届けられなかった。国王はそれまでシャンブル・アルダントにあまりにも
権力を与えすぎたことを後悔していたからである。そしてスキュデリー嬢に意
見が求められたのであるが，それに対し彼女は次の詩句で答えた。
　「強盗に会うのを恐れる男には恋する資格はない。」（449）
　一見犯人からすれば弁護されているかのようにも聞こえるこの言葉。スキュ
デリーは他意もなく，洒落れたつもりで口にしたにすぎないのだが，思いもよ
らずこれが彼女を事件の渦中に巻き込んでしまうことになったのである。
　以下，オリヴィエの告白の場面に至るまでの経過。
一スキュデリーの家に真夜中見知らぬ男が侵入を企てる。翌日下女から話を
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聞き，男が置いていった小箱を受け取り，なかを見ると，首飾り，腕環，それ
に紙きれが入っており，それには前日スキュデリーが宮中で言った言葉が書い
てあった。
一それらをマントノン夫入に見せると，カルディラックの作ったものに違い
ないと言う。呼ばれてやって来たカルディラックは，それが自分のものである
ことを認め，仕事場からなくなり捜していたところだが，これも何かの縁と，
受け取っておいてほしいと答える。
一それから二三か月後，たまたま馬車でボン・ヌフを通りかかったスキュデ
リーに人ごみの中から男が近付き，手紙を投げ入れて去る。下女はそれがあの
夜の男だったのでびっくりするが，手紙には，先夜お届けした品は持っている
と命にかかわるので，二日以内にカルディラックに返してほしいと書いてあっ
た。
一翌日は忙しくて出掛けられなかったが，男の顔にどこか見覚えがある気が
して，スキュデリーは落ち着かなかった。
一そして次の日，小箱を持ってカルディラックの所へ行くと，ちょうどその
朝彼は殺されてしまい，犯人として弟子のオリヴィエが連行される所だった。
刑事デグレエに娘がすがって，男の無実を叫んでいるので，事情を聞くと，こ
れはカルディラックの娘だが，オリヴィエと恋仲で，同罪かもしれないと言
う。スキュデリーの願いで，デグレエはしぶしぶ娘マデロンを彼女にあずけ
る。彼女は父親の息絶える時の様子を話し，オリヴィエが犯人とはとても思え
ないと弁護する。近所の評判を聞いてもスキュデリーはオリヴィエが犯人とは
思われず，レニイの所へかけあいに行くことにする。
一しかし逆にレニイは証拠をいくつかあげ，オリヴィエが犯人であるのは間
違いないし，マデロンも仲間に違いないのでいずれ身柄を渡してくれと言う。
　マデロンが嘘をついているとは思えないスキュデリーは，オリヴィエに会わ
せてほしいと頼むのだが，彼の姿を見るや気を失ってしまう。なぜならそれは
橋の上で手紙を投げ，また真夜中自分の家に侵入しようとしたあの男だったか
らである。
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一レニイの言う通りで，マデロンは巧みに芝居をしているのか。何が真実か
分らなくなってしまった彼女。そこヘデグレエがやって来て，オリヴィエがあ
れから半狂乱になってしまい，あなたに是非会って話したいことがあると言っ
ているので，聞きに来てくれないか，という。
　こうしてオリヴィエに再び会うことになるスキュデリーは，彼の口から思っ
てもみなかった意想外な事実を聞かされるのである。
　以上，オリヴィエの告白の場面に至るまでの経緯は謎めいたことρ連続であ
る。
　社会学者の井上俊氏は，一般に推理小説は秩序回復のドラマとしての性格を
　　　　　　　6）持つと述べている。（犯人によって）崩され，あるいは偽装されて互いに脈絡
をな’くしたかと見えた意味の秩序がやがて作者（；名探偵）によって回復せら
れるのだからである。推理小説が今日隆盛を極めるのも，こうした知的ゲーム
の面白さからだ。しかし社会学者の眼からみると，推理小説の流行する背景に
は，そのゲーム的面白さと別に，今日の社会における我々の現実感覚がゆらぎ
つつあることの反映を，つまり現実が多元的であり相対的であるという意識の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）浸透との結び付きを指摘できる，とも井上氏は言う。物事の意味は視点ととも
に変わるという，こうした重味（p多摩性を・こそ推理小説の読者は突き付けられ
るのだからである。
　この「スキュデリー嬢」では，連続宝石強盗殺人事件が徒党を組むものたち
の仕業だと，冒頭，捜査にあたる警察の眼から述べられ，カルディラック殺害
を機に，それまで謎の人物として二度登場していたオリヴィエが師殺しの犯人
で，一連の事件の仲間でもあるとして逮捕された。しかし，スキュデリーが，
恋人の無実を懸命に訴えるマデロンの熱心さに心動かされ，彼の容疑が晴れな
いものかと，シャンブル・アルダントにかけあいに出掛ける。そしてオリヴィ
エ自身の口から，被害者と思われたカルディラックこそが連続殺人事件の真犯
人であり，その動機には出生時の運命がまとわりついていたことを聞かされる
のである。この作品を推理小説としての側面から取り上げて見ようとする根拠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）は物語の持つこうした構成：“謎→解明”にある。それまで脈絡を欠き，怪奇
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に思われた事柄に，ここで照明が当てられ，つながりが生じ，整合され，一つ
の論理的秩序をつくるからである。
一謎の人物と思われたのは，スキュデリー家に以前奉公していた女中アンヌ
の息子オリヴィエだった。
一彼は両親と共にジュネーブに移り，そこで育てられたが，やがて飾り職人
としての腕を磨き，パリで評判のカルディラックを頼って弟子入りした。tt
一しかし，娘マデロンと恋仲になったため，突然くびを言い渡されてしま
う。
一それでもマデロン恋しさに夜ごと近所をうろついていたある時，偶然カル
ディラックが石垣につくられた秘密の隠し戸から出てくるのを見，彼の跡を、つ
けていった。そして，彼が通り掛かった士官を待ち伏せ，襲う現場を目撃した
のである。びっくりして駆け寄ると，あわててカルディラックは逃げていっ
た。
一家に戻って間もなく，カルディラックがやって来て，場前のこと1ま水に流
し，マデロンの婿にするから戻って来いと言う。また，警察に行ってもお前の
言うことなど信用してもらえないそ，と脅される。
　結局オリヴィエは戻ることにし，その夜目にしたことをマデロンのためにも
一切胸の内にしまっておく決心をした。
一ではあの正直で，有徳のカルディラックが盗賊団の一人だったのかと驚く
スキュデリーに，オリヴィエは世間が噂するような盗賊団など喀なからいな
い，犯行が全くカルディラックー人によるものだったからこそ今まで見付から
ずにきたのだと答える。
一さて，カルディラックの所へ戻ったオリヴィエはマデロン恋しさから家を
出られず，かと言って親方とは，正体を知ってしまった今，もとのように接す
ることもできず，二人の問には息の詰る状態が続いた。
一ある時カルディラックは，もう今更お前は逃げ出すこともできないだろ
う，とオリヴィエに，自分が犯罪者となった動機，因縁を語り出す。
＝　それによると，カルディラックの母は，彼を宿して問もない頃，ある貴族
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の首に掛かった宝石を見て，たまらなくそれが欲しくなってしまった。彼は母
が娘の頃一度言い寄ったことのある男だった。
　　「……今彼女の目には男がきらめくダイヤの輝きの中で，どこかこの世のも
のとも思われぬ高貴な，美の化身のようにみえた。」（480）
　母の憧れに満ちた，熱いまなざしを見，男は今度は前より楽しいおもいをさ
せてもらえそうだと思う。こうして，二人は逢い引きの約束をした。
＝　しかし，そのさ中，男は原因不明で母と抱き合ったまま死んでしまった。
母は男の首飾りを持ったまま倒れ，もがいたが離れられず，人を呼んでやっと
死人から引き離される。驚きの余り母は重い病に伏したが，やがて回復し，心
配された腹の子も無事産むことができた。こうして生れてきたのがカルディラ
ツクだった。
　　「しかしあのぞっとする瞬間の驚きが俺の人生に取り付いてしまった。出生
時の悪星がいつか現れ，火花を散らし，俺の中に世にも奇妙な，破滅的な情念
を点じたのだ。」（480f．）
＝　こうした因縁のせいか，カルディラックは子供の頃から宝石に興味を持
ち，盗みを働いたこともあったが，父の厳しい躾でそれは止み，宝石好きなら
いっそ飾り職人になろうと，その後懸命に努力し，今の評判高い職人にまでな
った。
＝　けれども，いつしか抑えていた欲念がまた現れ，出来上がった品を人に渡
すのが惜しくなりだした。
　「俺が注文を受けて仕事した依頼主の顔が昼も夜も幽霊のように目の前に俺
の造った飾りをつけた姿で現れ，耳には囁き声が聞こえる。“あれはお前のじ
やないか一あれはお前のじやないか一取り返せ一死人がダイヤを持って
たって何になる”」（481）
＝　最初は盗みで済んでいたのが，やがて殺しにまですすんでいったのだっ
た。
一ところが・ある日カルディラックはスキュデリーのよんだ例の詩をオリヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うたイエに聞かせて言うには，自分はあの方を以前から敬っている。だからこの素
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晴らしい飾りを例の人殺し仲間の名で差し上げたい。そうすれば自分の中の悪
魔も打ち消されてしまうだろうし，デグレエにもいい面当てになる，と彼にそ
の手伝いを頼むのだった。
一オリヴィエはこうして例の夜彼女の家を訪ねて行った。これには彼自身ス
キュデリーに会って自分の素姓を話し，今の事情を打ち明け，何とかこの状態
からうまく抜け出る道を教えてもらえるのではないかという期待もあった。
一しかし，それが果せなかったので，またの折もあるかと思っていたが，主
人があれ以来やはり様子がおかしい。悪魔の声と闘っている。これはスキュデ
リーのもとから例の飾りを取り戻さないと彼女の身が危いと感じ，ボン・ヌフ
で手紙を渡したのだった。
一けれども彼女からは飾りが戻ってこない。こうなれば己が命にかえても彼
女を守るしかないと，主人の先をこして秘密の出口で待っていると，案の定カ
ルディラックが出てきた。ついていくと一人の士官に主人が飛び掛かった。し
かし，近寄ると，殺されたのは士官でなく，主人の方だった。
　「私が犯したただ一つの罪は，マデロンの父親をお上に訴え，彼の悪行を止
めさせなかったということだけで，この手を血に染めたことは断じてありませ
ん。」（486）
　さて，こうしてオリヴィエの告白を聞き終えたスキュデリーは今や彼の無実
を確信する。
　しかし，これがすべてオリヴィエの告白によるということには注目しておく
必要がある。カルディラックの犯罪の動機も，彼の口を通して語られる。ただ
その内容が衝撃的で，強烈なカルディラック像が読者眼の前に迫ってくるた
め，しばし告白の中に挿入された告白であることを忘れてしまうほどである。
けれども，真相はどうかということについて言えば、カルディラックが死んだ
今，もはや闇の中，依然謎のままにとどまる。もっとも，それがむしろこの小
説の緊迫感をその後も持続させることにもなるのだが。言ってみれば論理的秩
序は完全に回復されたとは言えず，宙に浮いているのである。これが事件を第
三者の眼から客観的に眺める探偵，あるいは作者そのものによってなされる謎
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解きと違う点である。
　ところで，従来この小説の推理的要素が取り上げられるに際して，半ば必然
的関係があるかの如くスキュデリーに探偵としての役割を見ることの是非が論
　　　　　　　9）じられてきたので，その点について一言触れておこう。カンツォーク自身，彼
女の探偵としての役割はオリヴィエとの対面までで，そこから先は弁護士とし
　　　　　　　　　　　　　1o）てのそれに変ると述べているが，それでもやはりこうした見方の魅力に抗しき
れなかったことを示している。しかし，限定を付ける付けないに拘らず，そも
そもスキュデリーに殊更探偵的役割を認めること自体が非常に疑問なのであ
る。勿論こうした見方がシャンブル・アルダントとスキュデリーを対比しよう
という意図と無関係に出てくるものでないこどは明らかだ。ヘルムート・ピン
　11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
メルがこの小説ではTugend（徳）がWortfalkeになっていると指摘するよ
うに，それが重要なモチーフをなしていることは確かだからである。そしてそ
の徳高いスキュデリーがレニイに向かって，「人間らしくおなりなさい」（467）
と言う所などが特に両者の対比の根拠をなすように思われる。だが，そうした
両者の徳という視点からの対比は今は措くことにして，探偵的役割の問題に戻
して言えば，確かに，捜査を誤り，見当違いな人物を犯人扱いしてしまう警察
と，他方鮮やかな推理力を発揮して真犯人を割り出す探偵という対照は，それ
がここでも指摘出来るなら，図式的には面白いかもしれないが，実際にはスキ
ュデリーは真犯人を見付ける努力さえする訳ではない。オリヴィエの無実を信
ずることは必然的にカルディラック殺しの本当の犯人が別に存在することを前
提とするにもかかわらずである。そして当のミオッサンの方がむしろ自分から
名乗り出てくるのである。また，オリヴィエのもう一つの容疑である連続強盗
殺人事件についての無実も彼女が本人の告白を信じるにすぎない。彼女自身が
推理力を働かせることは一度もないのである。図式的にスキュデリーに探偵の
役割を見るのは無理であるし，それはこの作品の意図をも見誤ることになっ・て
　　　　　　13）しまうのである。
　対比されなければならないのは，’シャンブル・アルダントとスキiデリーで
はなくて，第一にシャンブル・アルダントに・対するマデtiンであり，さらにス
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キュデリーに対するオリヴィエなのである。
　スキュデリーにオリヴィエ救済の心を起こさせたのはマデロンの熱心さに外
ならなかった。つまり，シャンブル・アルダントの捜査の方法一それは言う
なれば，予断をもって事にあたれば，いかに証拠事実を積み重ね，論理を固め
ていこうと逆にますます真実から遠ざかっていくことを示している一には，
そうした理を一切飛び越して，愛するが故に相手をひたすら信じるというマデ
ロンが対比されるのである。
　スキュデリーはこうしていったんはマデロンの純真な心に動かされ，オリヴ
ィエの無実を信じようと思うのだが，彼があの自分の家に真夜中侵入しようと
した人物であると知ると，一転してその心に迷いを生じ，自分は騙されている
のではないかと疑い始める。
　「こうして彼女がそれまで純真で清浄な心の証と思っていたことの多くが，
犯罪に手を染めた悪しき心と，表面を偽ることに慣れた猫かぶりの確かな徴に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しるし
思われてくるのだった。あんなに心も張り裂けんばかりに嘆いて，とめどなく
涙を見せたのも多分恋人が死刑になるのが怖くて，いや，自分だって刑吏の手
にかかって死ぬかもしれぬのが恐ろしくてのことだっただろう」（468）
　このように，ものは見方を変えると全く反対に見えてもくる。スキュデリー
にとって，しかし，それでもマデロンにまた会えば，やはりとても嘘をついて
いるようには思われない。そうしだ内面の声と，自分が眼にし，レニイが証拠
を挙げたてた事象との間が埋められない溝をなし，分裂してしまっている。そ
れが彼女の心を苦しめるのである。
　しかし，彼女が再びオリヴィエに会い，直接彼から，二度も命を捨てる覚悟
をしたと聞くに及んで，その溝が埋められたのである。というのも，オリヴィ
エはカルディラックからスキュデリーを守ろうとしたように，今またこうして
身に覚えのない罪をきせられ，死を眼の前に突き付けられても，愛するマデロ
ンに父親の恐ろしい正体を知らせる位なら，レニイたちには秘密を黙り通し，
自分が罪をかぶって刑死する方を選ぶ覚悟をしている，と聞かされるのだから
である。
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　そもそもスキュデリーがこの事件に巻き込まれるきっかけとなったのは，彼
女が宮中で口にした詩句だった。男女にとって愛という言葉が重みのない，空
虚なものになり果て，恋愛は一時の戯れ，気散じ位にしか思われない世の風
潮。男は女に高価な宝石を贈って手っ取り早く相手の関心を自分に向けさせよ
うとする。そのくせ宝石を狙い，情事の相手の所へ通う道す演らを襲う賊が出
没するや，国家権力を後ろ盾に取り締りを強化してくれと願い出る虫の好さ。
スキュデリーの詩句は決して賊を弁護した訳ではなく，こうした世相に皮肉を
込めて人々をたしなめたのである。しかし退廃した宮廷社会と較べ，オリヴィ
エの中にはまだ愛という言葉の持つ重みが風化してはいなかった。彼のマデロ
ンに対するひたむきな愛情に比べると，宮中でその優雅な詩によって人気を博
していたスキュデリーの洒落たつもりの言葉が持っていたその先鋭的な内容で
さえも色槌せてくる。言葉が実体を伴わず，文字通りの語戯になってしまって
いる宮廷社会に対して，いまだ人の内奥に語りかけ，人の心の奥から響き出
し，己が生さ様と不可離の結び付きを持っている世界がここにはある。これが
スキュデリーの心を揺さぶるのである。
　スキュデリーに探偵の役割を見ることに対して筆者が疑問を抱くのも，そう
した図式的な見方によって，彼女のこうした内面での心の揺れが看過されてし
まい，この物語の中で彼女に与えられた役割についての理解が極めて平板化さ
れてしまうからである。と言うのも，探偵の条件は何にもまして冷静な観察者
であらねばならないことだが，ここではそうした事象に対して距離を保った，
冷静な心に対してこそ揺さぶりがかけられているのだからである。恋人を信じ
るマデロン，それに応えるように，自らの命にかえても恋人を守り，彼女に父
親の正体を知らせないようにするオリヴィエの自己犠牲。これが結局はスキュ
デリーの心を，一時的にではあれ傾きかけたシャンブル・アルダントの証拠に
もとつく捜査方法から再び理屈抜きに相手を信じる世界の方へと引き戻し，オ
リヴィエの無実を心底から確信させ，彼を救済しようと決心させることになる
のだからである。
　ホフマンはこうしたスキュデリーの内面の変化を次のように描写している。
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一オリヴィエの告白を聞き終ると，スキュデリーの配慮で呼び寄せてあった
マデロンが下女に伴われて二人の所にやって来る。逮捕以来の対面である。辺
りに人のいるのも構わず，しっかり抱き合う二人。濡れ衣を着せられたまま刑
死することをも覚悟しているオリヴィエにとって，その彼が命にかえても守り
たいと願う愛するマデロンと再会したのである。この逢瀬の一瞬，二人には，
まさに時問は止まり，無限になったかの如く。
「スキュデリーがそれまでオリヴィエの無実を確信したとまでは言えなかった
としたら，こうして最も親密な愛の絆の至福の中で，世界を忘れ，自分たちの
置かれた惨めな状態，言うに言われぬ苦しさをも忘れているこの二人を眺める
彼女にとってそう信ずる心が今こそは起ったに違いないだろう。“いいえ”と
スキュデリーは叫んだ，“このように至福な忘我の状態にいられるのは汚れの
ない心にだけ可能だわ”」（487）
　さて，スキュデリーの言うこうした汚れのない心と対照的なのが，出生時の
悪星に取り付かれたカルディラックの犯罪へと走っていく心である。カルディ
ラック自身こうした宝石に対する執着を，“破滅的な情念”と呼ぶのだが，そ
れが彼を恐ろしいドッペルゲンガーにし，昼は仕事に精を出す有徳の人物であ
りながら，夜になると一転して，この情念につき動かされる殺人鬼に姿を変え
ていた。その余りの背反性が彼に類を見ない怪奇な像を与えている訳だ。
　しかし，それにしても，ホフマンがカルディラックを宝石細工師としたのは
見事だ。と言うのも，宝石ほど人間の説明し難い情念の対象として象徴的なも
　　　　　　　　　　　　14）のはないと言えるからである。要・不要の観点から言えばこれほど役立たない
ものはない。興味のない者にはただの石ころにも等しいだろう。けれども，そ
の魅力に取り付かれた者には，逆に，それは至上の宝物であろうし，また，な
ぜ惹かれるのか聞かれても，理屈の世界のことではないから言葉にならないだ
ろう。が，また一方では，これをただ金銭的な価値からのみ有り難がる輩もも
ちろん出てくる。先述したヘルムート・ヒンメルも，それ故Schmuck（飾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）り，宝石）がこの物語のDingfa正keだと指摘するのである。
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　しかし，カルディラックの奇行，彼の宝石に対する異常な執着という問題
は，精神分析にとってもまた恰好の研究対象となる。ペーター・シュナイダー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ6｝の論文もこの方面からなされた最近の成果の一つで，興味深い内容を持つもの
と言える。そこで，簡単にここにその論旨を紹介して，この物語を精神分析的
に扱うとどのような解釈が可能か，その一例に触れておくと，次の如くであ
る。カルディラックによって語られる母の妊娠中の出来事について，シュナイ
ダーは，十八世紀後半の医学，心理学的見地からなされた胎児に及ぼす影響に
関する研究との関係を指摘する説に対して，作者ホフマンのこうした時代的な
影響関係に目を向けるよりも，むしろ，この出来事はカルディラックがいかな
る自己についての像を抱いているのかを説明するものとして読みとるべきだと
説く。つまり，それはカルディラックのエディプス・コンプレックスとして，
母との共生的同一化願望を表すものだというのである。母を誘惑する貴族はカ
ルディラックにとって母との同一化の願望を妨げる者，つまり，ライバルとし
ての父親であり，飾りは母との性的なつながりを暗示する象徴だというわけで
ある。しかし，この願望がいったん幼少時に父によって抑圧され，母との同一
化が断ち切られ，カルディラックの情熱はやがて飾りそのものへと向けられて
いくに従って，彼の内面に極度のナルシシズムがつくられていった，というの
である。
　こうした精神分析的な解釈を可能にするのも，もともとオリヴィエの告白自
体の中に，何故カルディラックが自分の作った宝石細工を買い主から取り戻さ
ずにいられなかったか，あるいはそれ以上に，どうして依頼主を殺しまでしな
ければならなかったか，その動機が明確に述べられている訳ではなく，悪い星
のもとに生れたとい、う因縁で済ますには，彼のこうした行動が，やはり余りに
も謎につつまれた異常な世界をなしていることによると言えるだろう。しか
し，いずれにしても，物語の意味は部分だけを取り出して解釈されるものでは
なくて，全体的な構成に目を向けるのでなければならない，ということだけは
ここで強調しておきたい。というのも，どんなに面白い解釈であっても，それ
によって説明される部分よりも，説明されないで残ってしまう部分の方が多い
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というのでは，作品の解釈としてはやはり妥当性を欠くと言わざるを得ないか
らである。そういう意味から、むしろ，殺人にまで彼の犯行がエスカレートし
ていく原因としては，次のように考える方が自然な解釈であろうし，それ故決
して飛躍的とも言えないだろう。つまり，彼の宝石細工の依頼主たちは純粋に
その美しさを愛し，称える心でではなくて，女性の関心を得るための手段とし
てしか，言ってみれば，そうした物と心の交換という，全く別の価値的視点か
らしか取り扱わない，そのことに対する憎しみ故と考えるのである。オリヴィ
エの聞いた因縁話では，彼の母は素晴らしい宝石を身につけた貴族を見，人と
物とが心のなかでオーバー・ラップしてしまい，男自身がいかにも高貴に思わ
れてしまったのだが，他方，相手は母の幻想を誤解しジ自分という人間に彼女
の心が惹かれていると思い込んだのだった。こうした母が誘惑され，母を誘惑
した“手段としての宝石”を身につけた貴族に対する怨恨が，そもそも退廃的
で，打算的な貴族社会そのものに対する彼の憎悪の根をなしたと見るこ，とが出
来るのだからである。
　ところで，どうしてもっと早く名乗って出なかったのですか，とスキュデリ
ーに聞かれて，ミオッサンは，たとえカルディラックを殺したのが正当防衛だ
ったにしても，世間に有徳の人物としてとおっている彼の評判を考えると，シ
ャンブル・アルダントはきっと自分を信じてくれないだろうと思ったからだ・）
と答えるのだが，ここにも，同じ立場にあるオリヴィエが自己犠牲を厭わぬゐ
に対して，楽しい思いをすることには熱心だが，己が身が危険になると知る
や，第一に保身のことしか頭に浮かべない貴族の打算的な生き方が鮮やかに対
比されてくるのである。しかし，言ってみれば，幽それが分別の世界であり，世
間知というものなのであろう。
　他方，カルディラックのような情念の虜となった人間は，いずれにしても，
分別の支配する“日常の世界”にあっては，不可抗的に社会から逸脱していか
ざるを得ないと言えよう。
　ところが，そうした分別の世界との対比という観点から眺めると，先のスキ
ュデリーの言う汚れのない心，オリヴィエ・マデロンの愛の世界における忘我
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の状態（Vergessenheit）と，カルディラックのこうした，物の気に慧かれた
状態（Besessenheit）とは，最初思われるようには決して無縁なものではなく，
むしろその底流では互いに通じあっているということも出来るのに気が付くは
ずである。実際ホフマンの作品をいくつか読んだことのある読者なら，そうし
た思いをするに違いない。なぜなら，例えば「砂男」の主人公ナタナエルを例
に取っても，晴雨計売りのコッポラを，父を死に至らしめたに違いないと思っ
ているコッペリウスと同一人物であると信じ，さらにそれは子供の頃聞いた
「砂男」に違いなく，自分たちの愛をも破壊しようとする「魔性の力」（b6ses
　　　　　　　　　17）Prinzip，　dunkle　Machte）だと思い込んでいる彼に対し，婚約者クラーラが
どんなにそれは自分自身の内面の妄想が生み出したに過ぎないと，忘れるよう
に諌めても，結局は逆に，ますますそうした悪魔的なカに自ら身を委ねるよう
なかたちで，コッポラから買った望遠鏡でのぞき見た自動人形に恋をしたのを
契機に，一気に身を破滅させる道へと突き進んでいってしまうのだからであ
る。思えばこうしたホフマンの作品で奇異な体験をする主人公には，今のナタ
ナエルもそうであるが，ほかにも「黄金宝壺」のアンゼルムス等，社会的に未
成熟な存在としての学生がよく出てくる。分別の世界ではすでに社会的に未成
熟であること自体，マイナスのサンクションが与えられてしまうのだ。そし
て，こうした理の世界に生きる冷静な人間からは，眉をひそめられてしまうよ
うな，情念に源かれた人間が，自ら破滅的な道へと突き進んでナタナエルのよ
うに自殺するか，カルディラックのように他者に攻撃性を向け，恐るべき犯罪
者になってしまうか，その差はほんの数歩のところにあるのだと言うことが出
来よう。ただ，この「スキュデリー嬢」では，師カルディラックのすさまじい
ばかりの二重性，その奇々怪々たる殺人鬼の像に，むしろオリヴィエの方が圧
倒され，目掌（？｛躰♪ζ押レ星さ麹下≦牽と言ってもよいような状態なのだ。
　ところで，結局最後にはオリヴィエはスキュデリーの人間知によってめでた
く無事窮地を脱することになるわけだが，忘れてならないのは，そもそも彼女
に救いの手を求めたのはオリヴィエというよりも，カルディラックの方だった
ということである。殺人鬼のカルディラックと，有徳の人スキュデリーとは，
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まさに正反対の世界に住む存在であるが，心と行いが冷ややかに離れ，ものを
計算つくの心でしか見ようとしない，カルディラックの憎悪の対象である，腐
敗した貴族に対する嫌悪という点では，二人は結び付くのであり，それ故，カ
ルディラックは，彼女こそ自分の作った最高の出来栄えの飾りを身につけるに
ふさわしい人と考えたのであり，また，そうして貰うことによって，分裂した
自己の内面の一方の極である，彼の破滅へと向う情念を消し去る力が与えられ
るものと期待したわけである。
　こうしたことは，しかし，まだカルディラックの中ではおぼろな期待感とい
ったものを出ず，明確に意識されていたわけではなかったが，いずれにして
も，スキュデリーが身勝手な貴族たちの願い出に対し，逆に彼らを椰楡すると
いうか，なじるが如き言葉を口にしたのを契機に，カルディラックは直接行動
に踏み出し，彼女に自分の宝石細工を贈ったのだった。これがマントノン夫人
の助言でスキュデリーと彼を引き合わせることになった。こうしてカルディラ
ックが呼ばれて宮中にやって来る場面は，ヒンメルが指摘するこの物語の二っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）の重要なモチーフである“飾り”と“徳”とが結び付けられる場面という意味
からも重要と言えるが，また，ここはこの物語の中で唯一カルディラックが自
ら登場する場面であるという意味からも重要である。
　こうして姿を見せたカルディラックは，スキュデリーが飾りを持ち主である
彼に返そうとする一彼女にとってはそれで一件は落着すると思っている一
のに対して，次のように言いながら，是非それを受け取っておいて欲しいと頼
むのだった。
　「そうです，今初めてようやく解りました。私はこれを細工しながら，あな
たのことを頭に思い浮かべていたのです。あなたのためにこれを作ったので
す。私がこれまで作った中でも最上のこの飾りを，どうか受け取って身につけ
て頂きたいという私の願いを斥けないで下さい。」（456）
　スキュデリーにとっては思ってもみなかったこのカルディラックの申し出に
当惑し，彼女は，自分はもう73歳にもなる老齢の身で，飾りの似合う美しさも
持ち合わせないし，それにふさわしい金持ちでもない，と言って断るのだが，
　　　　　　　　　　　　　　　－179一
むしろカルディラックにとっては，この最高の飾りが彼女にのみさふわしいも
のなのだと言うことを，彼女との押し問答の中でいよいよ明確に意識するよう
になっていく。そして自分の飾りを買った人々に対する憎悪も，この飾りに真
にふさわしいスキュデリーがそれを身につけることによって，なくなると考え
るのである。だからこそ，彼はより一層熱を込めて，まるでここに来た目的が
彼女にこの飾りを贈るためであったかのように、願いを繰り返しているのであ
る。
　「どうか慈悲と思ってこれを受け取って下さい，スキュデリー様。どんなに
心中，私めがあなた様の徳に，あなた様の高き行いに深い尊敬の思いを持って
いるか知れません。そうした私の心からの思いをあなたにお示し申し上げたい
という願いのほんのささやかな贈り物を受け取って頂きたいのです。」（456）
　しかし，このカルディラックの熱心さは，後のマデロン，オリヴィエの熱心
さがスキュデリーの心を動かしたようには，彼女の心をここでは動かさない。
というのも，この場に介在したマントノン夫人が言葉をはさみ，それを，こ
の，やはり今は独身の，カルディラックによるスキュデリーに対する求愛とい
う冗談事へと理解の方向をそらせてしまうからである。オリヴィエは目前の刑
死というこの世での命の危機に瀕してスキュデリーに救いを求めたのに対し
て，カルディラックは永遠の魂の堕地獄からの救済を彼女に求めているのであ
るにもかかわらず，彼の願いはこうして，醜悪なイメージを付与されっっ，彼
にとってはもっとも嫌悪すべき申し出のように曲解されてしまうのである。こ
のことに加えて，オリヴィエが師匠の様子に不安を感じてスキュデリーに飾り
を返してくれるように求めたのに対しても，彼女は一日の違いながら，言われ
た期日に遅れてしまった。そのため，結果的に，彼女がカルディラックを訪ね
た時には，もう彼は救われぬままにこの世を去っていった後だったのである。“
　もちろん，とは言っても，スキュデリーがこうした事の真相の全貌を知った
のは，その後からではあるが。ただ，物語が単に怪奇な犯罪者の事件を扱った
だけに過ぎず，謎めいた事件とその解明だけに終わるものであったならば，悪
の正体が明らかにされ，またその悪に対してはすでに死による報いが与えられ
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ている今，後は無実のオリヴィエが助けられたことを告げれば，事件は解決と
いうことになるわけで，作者は結末を今よりもっと簡単に済ましてしまうこと
も出来たであろうと思われる。ところが，実際には，スキュデリーにとっては
むしろこれから，いかにオリヴィエを救い出すかで，一人その解決に頭を悩ま
さなくてはならないことが語られる。それには，表面上の理由として，国王が
この忌わしい事件を話題にするのを嫌っており，マントノン夫人も仲介の労を
とるのをやめているからと説明されているのであるが，しかし，なぜ作者ホフ
マンがこのように最後に，スキュデリーが宮中へ出掛け，王の開じた心を動か
し，開かせるための，言ってみれば，王と対決する場面と言ってもよい情景を
描かねばならなかったのかは，オリヴィエ救済だけを彼女の解決せねばならな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）い問題と見るのからは理解できず，確かにヒンメルが述べるように，彼女がカ
ルディラックの魂の苦しみを見過してしまったことのつぐないとも言うべきも
のをそこでしなければならないのだと考えることで初めて説明され得るのだと
言ってよいだろう。さもないと，少なくとも彼女にとっては，倫理的な秩序は
まだ回復せられたことにはならないからである。と言うのも，スキュデリーは
オリヴィエの告白を通じて初めて，カルディラジクが彼女に救いを求めていた
ことを知り，また彼が自分に宝石細工を贈ろうとした真の意図もそれでやっと
判ったのだが，それは同時に自分がその時いかにそうした彼の苦しみを見過
し，軽率に振舞ってしまったか，そしてそのことによって事件の真の解決を失
してしまったかにも気づかざるを得なかったことを意味すると言えるのだから
である。スキュデリーが知恵を働かせて，解決を迫られている問題はこうした
多層的な意味のもとに眺める時にこそ初めて理解できる。そしてそのため，彼
女がわざわざあれほど身につけるのを拒んだカルディラックの飾りを今になっ
てつける理由もそれによって説明されるのである。
　このように，スキュデリーに解決を委ねられた課題が，単にオリヴィエを助
けることだけにあるのではなく，むしろ根本的にはカルディラックのことが問
題になっているのだと考えられる点にっいては，これとは別（p視点から，ヴィ
ンフリート・フロイントによっても論じられている。フロイントの解釈は，本
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稿の最初の所でも触れたように，作者ホフマンの同時代の社会情況との関係に
比重を置くものであるが，この問題についても彼はこうした視点から次のよう
　　　　　　　2o）に述べるのである。即ち，カルディラックに見られるが如き人間像，つまり，
個人が長い間くびきにかけられてきた社会の抑制という枠組を取り払われ，無
節度に，無定形に自己の内面の欲求におし流されてしまっている状態，こうし
た人間像はフランス革命後初めて出て来たものであり，そうした一方における
一絶対的な自由を求める一個人のラジカリズムは，当然他方における一
絶対的年支配しようとする一集団のラジカリズムと衝突せざるを得ず，その
ため個と社会が両極に分裂し，互いの間には橋渡しのない不調和の状態が出来
てしまった。スキュデリーの人間知に与えられた，彼女が解決せねばならない
課題はこうした個と社会の調停なのだ，と言うのである。確かにこの物語にお
けるスキュデリーの役割と言う意味に限定すれば，フロイントのこうした指摘
も可能であろう。しかし，そこに作者ホフマン自身の，言ってみれば，オプテ
ィミズムが投影され，それが物語を締めくくっているものとまで考えるのな
ら，この指摘は疑問視せざるを得なくなる。何故ならば，こうした個人と社会
との調和というものは小説の世界ならまだしも，現実においては望むべくもな
暫・ことだからである。恐らくフロイントもそうまでは言おうとしたのでないだ
ろうから，この物語の結末のメルヒェン的性格にも言及しているのだと思われ
21）
る。筆者の立場からなお付け加えれば……こうして殿損せられた秩序を無事ま
た回復した日常性のもと・犯罪者カルディラックの異常な事件は一時の悪夢と
して忘れ去られ，以前と同じように明日という日常の世界がまた続けられてい
くのである。
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